　

事業計画書
	事業の目的
	

	事業の内容
	

	目指す目標・成果
	

	実施体制

（組織形態等）
	

	金融機関からの外部資金の調達見込について
	□ 既に調達済み

□ 助成事業実施期間中に調達見込みがある

□ 将来的に調達見込みがある

	本事業以外の

事業経営経験
	□ 事業を経営したことがない。
□ 事業を経営したことがあり、現在もその事業を続けている。
□ 事業を経営していたが、既にその事業をやめている。

	事業スケジュール

（具体的な実施内容）
	１年目：

２年目：

３年目：



	売上・利益等

の計画
	１年目

（　年　月

～

年　月　期）

２年目

（　年　月

～

年　月　期）

３年目

（　年　月

～

年　月　期）

(a)売上高

千円

千円

千円

(b)売上原価

千円

千円

千円

(c)売上総利益

(a-b)

千円

千円

千円

(d)販売管理費

千円

千円

千円

営業利益(c-d)

千円

千円

千円

従業員数

名

（うちﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ　　名）

名

（うちﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ　　名）

名

（うちﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ　　名）

積算根拠




事業予算明細書
１．収　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

	項　目
	金　額
	積算根拠（数量・単価等）

	自己資金
	
	

	金融機関からの借入

（運転資金）
	
	

	〃

（設備資金）
	
	

	本助成事業の実施による収入
	
	

	本助成金
	
	

	その他収入
	
	

	合　計
	
	


２．支　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円（税抜）
	区　分
	項　目
	予算額
	助成対象

経費
	積算根拠（目的物・数量・単価等）

	人件費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	

	事業費
	事業所工事費
	
	○
	

	
	設備費
	
	○
	

	
	屋外広告物設置費
	
	○
	

	
	備品購入費
	
	○
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	

	委託料
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	

	合　計
	
	
	


※１　収入の金融機関からの借入については、積算根拠（数量・単価等）の欄に借入予定の金融機関の名称及び本・支店名を記入すること。

※２　支出の「項目」とは、人件費、店舗等借入費、設備費等の経費をいう。

※３　支出の「予算額」及び「積算根拠」は、消費税及び地方消費税抜きの金額を記入すること。

※４　「積算根拠」は必要に応じて別紙を作成するなど詳細に記入すること。
